
救
急
・
火
災

●
医
療
機
関
案
内　

�　

・
8
1
9
9

23

●
火
災
情
報

　

�
0
1
8
0
・
9
9
9
・
9
9
9

女
性
相
談
（
ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O

　

2
階
・
ス
ピ
カ
） 

�　

・
6
1
8
0　

24

　

水
曜
と
祝
日
を
除
く
毎
日
、
9
〜　

時
16

教
育
相
談
（
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
）

　

�　

・
0
0
7
7　

22

　

毎
月
第
2
、
4
木
曜 
の　

時　

分
〜　

時

17

30

20

　
　

分
に
は
、　

夜
間
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

30
エ
イ
ズ
相
談
（
保
健
所
健
康
づ
く
り
課
）

　

�
0
1
2
0
・
1
0
4
・
7
8
3

健
康
テ
レ
ホ
ン
（
県
保
険
医
協
会
）　

　

�　
・
4
3
0
0　

※
3
分
間
の
テ
ー
プ
で
、

23

　

祝
日
は
前
日 
の
内
容
が
流
れ
ま
す  　
　

　

▼
月
＝
老
化
と 
誤  
嚥 　

▼
火
＝
歩
く
と
下

ご 
え
ん

　

肢
が
痛
い　

▼
水
＝
起
立
性
調
整
障
害
〜

　

子
ど
も
の
立
ち
く
ら
み　

▼
木
＝
鼻
づ
ま

　

り　

▼
金
＝
口
臭　

▼
土
、
日
＝
女
性
の

　

再
発
性 
膀
胱 
炎

ぼ
う
こ
う

観
光
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

�　

・
3
1
3
0

23
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月
１
日
発
行

１１

〒
８
５
７
の
８
５
８
５
（
市
役
所
専
用
）

長
崎
県
佐
世
保
市
八
幡
町
１
の　
10

佐
世
保
市
役
所
企
画
調
整
部
秘
書
課
広
報
係

�

０
９
５
６
�
１
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
１
８
４

印刷／有限会社　近代印刷 「広報させぼ」は再生紙を使用しています。

100 周年ニュース、イベント……………………………  

少子化対応推進全国フォーラムほか………………… 

秋の全国火災予防運動、ごみ有料化にご意見を………

市民のひろば、ご意見有用……………………………

今月の主な内容

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

2～ 3 

4～ 5

6～7

8～ 9

　

ウ
オ
ー
カ
ー
ズ
パ
ー
ク
か
ら
満
場
越

ま
で
行
く
途
中
、
道
を
横
切
る
ア
ナ
グ

マ
に
出
会
う
。
ま
た
、
赤
紫
に
熟
し
た

イ
ヌ
ビ
ワ
を
ほ
お
張
る
と
、
サ
ッ
パ
リ

し
た
甘
酸
っ
ぱ
い
味
が
し
ま
し
た
。
ち

な
み
に
食
べ
ら
れ
る
の
は
、
雌
花
か
ら

で
き
た
実
だ
け
で
す
。（
Ｉ
）

こ

ち

ら

広

報

係

ページ 

ページ

ページ 

ページ

木漏れ日を浴び、稲の 匂 いをかぎながら
にお

九州自然歩道を歩く「自然と歴史の探索会」の参加者

　　

毎
年　

月
に
開
催
さ
れ
る
相
浦
地
区

11

公
民
館
ま
つ
り
で
は
、
七
宝
焼
き
の
色

鮮
や
か
な
模
様
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
が
、

来
場
者
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
山
下
ト
キ
子
さ
ん
に
よ
る
と
、

活
動
開
始
は
約　

年
前
で
、
電
力
会
社

10

の
出
張
教
室
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
毎
月
第
3
土
曜
日
の

午
後
、
相
浦
地
区
公
民
館
に
集
い
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
個
性
的
な
作
品

制
作
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
下
地
と
な
る
銅
板
に
ガ

ラ
ス
の
粉
（ 
釉
薬 
）
で
色
を
付
け
、
電

ゆ
う
や
く

気
式
の
焼
成
炉
（
窯
）
に
入
れ
て
焼
き

ま
す
。
釉
薬
の
上
か
ら
金
ぱ
く
や
ビ
ー

ズ
を
飾
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。　

　

窯
の
一
部
に
は
、
小
さ
な
の
ぞ
き
窓

が
あ
り
、
中
で
銅
板
の
表
面
が
、
乾
燥

し
た
状
態
か
ら
ひ
び
割
れ
、
溶
解
へ
と

微
妙
に
変
化
し
て
い
く
様
子
が
見
え
ま

す
。
で
こ
ぼ
こ
の
表
面
が
滑
ら
か
に

な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
窯
か
ら
取
り
出
す

の
が
肝
心
。
窯
に
入
れ
て
か
ら
わ
ず
か

一
分
ほ
ど
で
す
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図

る
皆
さ
ん
の
目
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

　

講
師
の 
栗
山
奉
文 
さ
ん
は
、「
失
敗

く
り
や
ま
と
も
ふ
み

を
気
に
し
な
く
て
も
良
い
の
が
特
徴
で

す
」
と
、
穏
や
か
な
笑
顔
で
手
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。「
一
度
焼
い
た
後

で
も
、
気
に
入
ら
な
か
っ
た
ら
、
上
か

ら
塗
り
直
す
こ
と
も
、
色
を
加
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
か
ら
」
と
、
重
ね
焼
き

の
お
手
本
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。　

ま
た
「
窯
で
焼
い
た
後
は
、
釉
薬
の
色

が
そ
の
ま
ま
出
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

そ
こ
が
面
白
い
」
と
七
宝
焼
き
の
魅
力

を
語
り
ま
す
。　

　

自
宅
に
も
専
用
の
窯
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
の
は
、 
松
永
京
一 
さ
ん
。
市
販

ま
つ
な
が
き
ょ
う
い
ち

の
銅
板
を
花
び
ら
の
形
に
切
り
抜
い
て
、

サ
ツ
キ
の
装
飾
品
を
制
作
す
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品

は
、　

月
の
相
浦
地
区
公
民
館
ま
つ
り

11

で
展
示
（
即
売
）
さ
れ
る
予
定
で
す
。　

　

七
宝
焼
き
の
魅
力
を
探
し
に
出
掛
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

▲水でのばしたガラス
　質の釉薬で表面に色
　付けします

▲釉薬で色付けした後、
　850 ～ 900 度の窯で
　1分ほど焼きます

銅
板
の
裏
面
に
う

ら
び
き
用
の
釉
薬

を
塗
っ
た
後
、
乾

燥
さ
せ
る

　
　
　

�

表
面
に
釉
薬
で
色

を
付
け
、
そ
の
上

に
金
粉
な
ど
を
乗

せ
る
（
表
面
に
は
凹

凸
が
あ
る
）

　
　
　

�

窯
で
焼
く
（
金
粉
を

含
め
、
表
面
の
凹

凸
が
解
け
て
滑
ら

か
に
な
り
、
漆
の

よ
う
な
光
沢
が
出

て
く
る
）

　
　
　

�

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー

で
余
分
な
釉
薬
を

取
り
除
き
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
の
台
に

接
着
す
る
と
出
来

上
が
り

主
な
手
順
と

変
化
の
様
子

 ズームアップ 手作りの装飾を楽しんでいる

「 七宝焼 」
しっぽうやき

今月の話題


